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JA佐渡広報誌

生産者組織活動報告
ＴＰＰ交渉参加反対

佐渡の伝統／佐渡國相川ひなまつり
　　　　　　（相川市街地内民家・商店等）
　江戸時代に奉行所がおかれた相川地区に
は、歴史的価値が高い雛人形が数多く残って
おり、それらを３月の期間中一挙公開する。



良
質
な
牛
乳
生
産
に
励
み
、消
費

者
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
ま
す

平
成
19
年
度
よ
り
ク
リ
ー
ン

ミ
ル
ク
認
定
農
場
を
全
て
の
酪

農
家
が
取
得
す
る
事
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

食
の
安
心
・
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
各
酪
農
家
が
努
力
し
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
巡
回

指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
佐
渡
の
牛
乳
は
県
内
一

体
細
胞
数
が
低
く（
※
）美
味
し

い
牛
乳
・
乳
製
品
を
消
費
者
の

皆
様
に
提
供
で
き
て
い
ま
す
。

我
々
、
酪
農
家
一
同
は
今
後

も
良
質
な
牛
乳
生
産
に
励
み
、

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

生産者組織活動報告
シリーズ

　安心・安全でおいしい農畜産物の生産に取り組んでいる生産者組織の活動をシリーズ
でご紹介します。

部会長　冨永正信さん

２
月
２
日
に
行
わ
れ
た
酪
農
全
体
懇

談
会
で
意
見
交
換
す
る
参
加
者

酪
農
部
会

肥
育
牛
農
家
に
求
め
ら
れ
る

優
良
子
牛
づ
く
り
に
励
ん
で

い
ま
す

一
年
一
産
を
目
標
と
し
て
、

優
良
繁
殖
牛
を
つ
く
る
た
め

に
、
先
進
地
視
察
や
各
種
研
修

会
を
実
施
し
な
が
ら
繁
殖
技
術

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
肥

育
牛
農
家
に
求
め
ら
れ
る
子
牛

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
牛
飼
い
の
魅

力
を
広
げ
、
80
歳
を
超
え
て

も
、
牛
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
か
ら
元

気
を
貰
い
、
生
産
現
役
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
牛
飼
い
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

部会長　清水　勇さん

毎
年
４
月
・
７
月
・
11
月
に
開
催
さ
れ
、

島
外
の
業
者
も
参
加
す
る
家
畜
市
場

子
牛
共
進
会
で
審
査
を
待
つ
肥
育

農
家

肉
用
牛
部
会

（
※
）
体
細
胞
の
多
い
乳

は
牛
乳
の
甘
み
や
旨
味
な

ど
を
減
少
さ
せ
て
し
ま
う

た
め
、
味
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
炎

を
起
こ
し
て
い
る
牛
で
は

体
細
胞
数
が
増
加
し
ま
す
。

そ
の
た
め
体
細
胞
数
の
少

な
さ
が
牛
乳
の
お
い
し
さ

の
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
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「
安
心
・
安
全
」
な
佐
渡
椎
茸
の

生
産
拡
大
と
品
質
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す

佐
渡
産
乾
燥
椎
茸
・
生
椎
茸
生
産

拡
大
の
た
め
生
産
者
を
対
象
と
し
た

採
取
・
選
別
技
術
研
修
会
、
現
地
診

断
巡
回
研
修
会
を
開
催
し
、
技
術
向

上
を
図
り
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
新
規
生
産
者
の
確
保
や
各
事
業

助
成
金
等
を
活
か
し
植
菌
量
の
増
大

に
よ
る
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
先
進
地
視
察
研
修
や
椎
茸

関
係
講
演
会
等
を
実
施
し
、
生
産
者

間
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
生
産
工

程
管
理
・
栽
培
履
歴
の
記
帳
に
取
り

組
み
「
安
心
・
安
全
」
な
佐
渡
産
椎

茸
の
生
産
拡
大
と
品
質
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

部会長　永橋研一さん

食
茸
部
会

「
信
頼
さ
れ
る
産
地
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
て
い
ま
す

佐
渡
に
お
け
る
採
種
栽
培
は
離
島

の
優
位
性
を
発
揮
し
、
主
要
な
作
物

と
し
て
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
に
ハ
ウ
ス

に
よ
る
花
類
な
ど
の
採
種
に
延
べ

１
４
０
名
の
生
産
者
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

部
会
で
は
「
信
頼
さ
れ
る
産
地
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
、
定
期
的
な
圃
場

巡
回
や
現
地
研
修
会
、
そ
し
て
種
苗

業
者
別
の
先
進
地
研
修
な
ど
を
行
う

な
ど
、
生
産
者
の
意
欲
向
上
を
は
か

り
、 

優
良
・
高
品
位
種
子
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

採
種
は
、
収

益
率
の
高
い
作
目
で
す
。
皆
様
も
一

緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

現
地
巡
回
研
修
や
圃
場
検
査
の
徹

底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

現
在
、
佐
渡
の
球
根
で
は
、
相
川
・

赤
泊
地
区
で
ユ
リ
、
佐
和
田
地
区
で

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
佐
和
田
・
金
井
地

区
で
は
ス
イ
セ
ン
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
部
会
で
は
、「
高
品
質
で
安

定
し
た
球
根
生
産
に
取
り
組
も
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
現
地
巡
回
研
修
や

圃
場
検
査
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
生
産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

面
積
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
は
新
規
栽
培
者
の
掘
り
起
し
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

部会長　宇田重則さん

計
画
作
付
け
・
計
画
出
荷
に
よ
っ
て

生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す

「
消
費
者
の
要
望
に
応
じ
た
品
目
・

品
種
の
選
定
を
行
い
、計
画
作
付
け
・

計
画
出
荷
に
よ
り
生
産
者
の
所
得
向

上
」
を
目
指
し
て
、作
物
別
指
導
会
・

研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

部
会
の
活
動
を
通
じ
て
生
産
者
が

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
切
花
生
産
意

欲
の
向
上
と
組
織
強
化
、
新
規
生
産

者
確
保
に
努
め
市
場
と
の
連
携
を
強

め
て
島
内
販
売
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

部会長　安田清一さん

採
種
部
会

球
根
部
会

切
花
部
会

部会長　佐々木利守さん
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　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）は、関税撤廃の例外を
認めない完全な貿易自由化交渉であり、わが国の農林水産
業だけでなく、関連産業を含め、地域経済、社会、雇用の
安定に大きな影響を与えます。さらに、金融、保険、公共
事業などの規制改革や看護師などの労働市場の開放など、
日本という国の仕組みや基準が一変しかねない、極めて大
きな問題もはらんでいます。
　ＪＡグループは、わが国の食料安全保障と両立できない
ＴＰＰ交渉への参加に反対です。ＪＡグループでは、ＴＰ
Ｐ交渉参加反署名全国運動を行った結果、1,167万人から
ＴＰＰ参加反対署名が寄せられたほか、全国会議員の過半
数となる365名がＴＰＰ交渉参加に反対する国会請願に賛
同しています。また、全国の地方議会の約８割が反対議決
を行うなど、ＴＰＰに反対する声は高まっています。

日本の農林水産業への影響は甚大
　農林水産省の試算によると、ＴＰＰ参加によって、下記のような農林水産物生産への影響が考
えられます。

農林水産物の生産額減少（※）………… ▲4兆5千億円程度
食料自給率（供給熱量ベース）………… 40%→13%程度
農業の多面的機能の喪失額…………… ▲3兆7千億円程度
農林水産業及び関連産業への影響
・国内総生産（ＧＤＰ）減少額………… 8兆4千億円程度
・就業機会の減少数……………………… 350万人程度
（※）国産農林水産物を原料とする1次加工品（小麦粉等）の生産減少額を含む。

日本の食と農業を守るため、
ＴＰＰ交渉参加に反対

　佐渡の島民としてあらためてＴＰＰ
交渉参加の問題点や今後取り組むべき
課題を考える「ＴＰＰを考える島民シ
ンポジウム」を開催いたします。多く
の皆様のご参加をお待ちしております。

★日時
　３月25日（日）午前９時〜12時

★場所
　両津文化会館　大ホール　（梅津2341番地）

「ＴＰＰを考える島民シンポジウム」開催

ＪＡグループの署名運動により、1,167万人から
反対署名が寄せられた

基調講演「ＴＰＰの謎を解く」（仮題）
� 京都大学大学院准教授　中野剛志 氏　ほか
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農業者が加入できる労災保険制度をご存じですか？
　農作業中の事故による死亡者数は全国で年間400人前後と高い水準で推移しています。また、死亡事故に至ら
ない程度のケガを含めると農作業中に事故に遭われた方は相当数にのぼります。事故の未然防止はもちろんで
すが、万が一の備えも万全にしておく必要があります。
　農作業の現場は事故率が非常に高いことから、他産業労働者に準じて農業者が特別に加入できる、国による
労災保険制度が設けられています。

加入のメリット

　　その１…治療費が無料に
　　　農作業中の事故により病院で治療を受ける場合、治療費が全額無料になります。

　　その２…休業補償が付いて安心
　　　�農作業中の事故により療養する場合で、労働できない日が４日以上となったとき、４日目から休業補償

が給付されます。

　　その３…手厚い補償内容
　　　上記補償のほか、障害補償、遺族補償等が付いて手厚い補償内容となっています。
　　※加入資格には一定の制限があります。制度の内容等詳しくはお問い合わせください。

　�　加入申込みには所定の手続きが必要となります。新規加入をお考えの方は平成24年３月15日（木）までに
下記宛にお申し出ください。

お問い合わせ・お申込みは
　ＪＡ佐渡各支店管理係または本店教育人事課（TEL�27－6161）まで

安全に農作業をされるために
　　使用前には必ず農機具の点検をお願いします

● セルフメンテナンスで気になる所を見つけられた場合
部品の手配や修理に１週間以上かかる場合もあります。ＪＡ職員が伺いますので、お早めにお近くの農機セ
ンターまでご連絡ください。

①エンジンの始動
　バッテリーは大丈夫ですか？
　�作業レバーは入ったままになっていませ
んか？

②タイヤの空気圧
③前後進の走行
　クラッチ、ブレーキは正常ですか？

④油のもれがないか

⑤異音がないか
⑥作業機（ロータリー・植付部）の昇降
⑦爪が正常に回るか
　小石や硬化した土が挟まっていませんか？
　磨耗していませんか？
　爪ボルトはしっかりと締まっていますか？

⑧�ボルト・ナットがしっかり締まって
いるか

始動点検のチェックポイント
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１．Ｗｅｂ簿記システムの概要
　今までは、パソコン等にソリマチ農業簿記ソフトをインストールして、使用する方法でしたが、新たな簿記
システムでは、ＪＡ新潟電算センターとソリマチ（株）との連携で、新たな簿記システムが稼働いたしました。�
　パソコンとインターネット環境が整っていれば、上記システムの利用が可能となります。

Point 毎月、ＪＡ佐渡からお買い上げ頂いた購買取引、貯金取引、米出荷関連の取
引は自動的に仕訳されています。（ＪＡ以外の取引は追加入力が必要）

Point ＪＡ新潟電算センターで、ソフトの更新をするのでバージョンアップ不要。

Point 青色申告に必要な書類ができ最大65万円の特別控除が可能となります。

Point データの蓄積により経営分析が可能となります。

２．ご利用になるには？
　青色申告の承認申請を24年３月15日までに佐渡税務署まで提出ください。（既に申請済みの方は不要）また、
ＪＡ佐渡で記帳支援、指導を行っていますので、まず『青色申告会』（年会費2,000円）にご加入頂き、利用登
録を行うこととなります。

ソリマチ（株）　『Web農業簿記システム』のご案内     

３．Ｗｅｂ簿記システム説明会

と　き　�平成24年４月19日（木）20日（金）
午後７時から
同じ内容ですので、都合のつく日にお越し下さい。

ところ　�ＪＡ佐渡　中央営農農機センター会議室
　　　　（カントリーエレベーター前の白いテントハウス向かいの事務所）

ＪＡ佐渡農業青色申告会
ご利用のイメージ

ＪＡ佐渡Ｗｅｂ簿記利用者会（仮称）

ＪＡ佐渡 ご利用者様・記帳代行
・記帳支援・指導

お問い合わせ　営農部　営農企画課（電話：63－3106）
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77

水稲
田植え時期から逆算した計画的な｢は種作業｣

（育苗日数の適正化）で初期生育の確保を図りましょう
平成24年度の「佐渡米」重点技術対策は「初期生育の確保」と「後期栄養の確保」で一定レベルの収
量を確保しつつ品質の向上を図ることです。
先ずは「活着の良い苗づくり」で初期生育を確保し、しっかりと穂肥を施用できる「健全なイネづくり」
を目指しましょう。

計画的な｢は種作業｣を 
　減減栽培では特に苗の良し悪しが収量・品質に影響します。１等米比率90％以上を確保するためには、
健苗育成が欠かせません。
　田植え時期から逆算し、しっかりと作業計画をたてましょう。
　ポイント　
　特に、は種後〜田植えまでの育苗日数の適正化に努めましょう。
　播種日　4月10日以降（稚苗　加温育苗　23日以内　無加温育苗　25日以内）

（１）塩水選
　塩水選で、病気にかかった籾や充実不足の籾を取り除きましょう。
　温湯消毒済みの種子でも必ず実施してください。［網袋内の中札は必ず保管ください］

米穀販売課
課長補佐
長島　秀樹

作業スケジュールの例（稚苗加温育苗の場合）
作業内容 塩 水 選 浸種開始 催　　芽 は　　種 田 植 え
作 業 日 3/31 4/1 4/13 4/15 5/6

※稚苗無加温育苗では塩水選から播種までの作業を、３日程度早めてください。

塩水の作り方 ※水10L当たり
品　　種 食　　塩 硫　　安

うるち（比重1.13） 1.9㎏ 2.5㎏
もち（比重1.08） 1.1㎏ 1.4㎏

（２）浸種
　種籾に十分吸水させ、発芽ぞろいを良くするために行います。
　水　　温　10〜15℃　　　積算温度　100℃（10℃で10日・15℃で７日）
　コシヒカリは概ね12日間を目安とし、期間中３〜４回は水換えの実施

（３）催芽
　温度　30℃で 1〜2日   　　必ず発芽状態の確認を！（発芽率80%以上）
　発芽ぞろいの良好な苗を確保するため、浸種や催芽は特に適切な作業の徹底を！

（４）は種
　は種量は、健全な苗を育てるため、薄播き・均一播種に努めましょう。
　稚苗　　乾　籾　130〜140（催芽籾　160〜175）g ／箱　

（５）パイプハウスの準備と点検
　ハウスは早めに準備し、各部を点検・補修をしましょう。
　ビニールは早めに張り、ハウス内を乾かして地温を高めておきましょう。

うるち
生卵が水面に
少し浮いた状態

もち
生卵が底に
立 つ 状 態

ＪＡ佐渡米生産工程チェックシート（ＧＡＰ）に取り組みます。
　３月からは農作業が本格的に始まります。適正に作業が行なわれているか自ら点検・確認し、
チェックシート（３月の外務活動で配布の「環境にやさしい佐渡米づくり」カレンダー）の項目
に必ずチェックしましょう。



JA佐渡米販売情報

　新米への切り替えが早まったことなどにより、当初は販売が好調だった前年を上回るペースで推移したもの
の、11月以降は価格改定の影響などから販売は鈍化しています。
（収穫前契約等により、数量ベースでは県下各地域とも100％の契約に至っています。）

23年産佐渡米販売状況 ２月15日現在

コシヒカリ 主食用販売
計画（トン）

販売実績 主食用
契約率
（％）数量（トン） 前年同期比（％）

佐 渡 地 区 16,140 7,482 91 72

新 潟 一 般 110,318 46,218 78 62

魚 沼 地 区 18,974 8,223 82 67

岩 船 地 区 13,581 5,809 76 65

佐渡コシヒカリ販売価格
　11月７日より1,000円上げの18,800円で
推移しています。（東京着、税別、１等）
(取引価格の一つの目安であり、生産者手
取りではありません。また、全量この価格
で販売取引されるものでもありません。)

栽培計画書提出のお願い
　24年産米の栽培に当たり、ＪＡ
では「栽培計画書」の記入提出を
お願いしています。
　まだ提出をされてない方は早急
に最寄りの営農窓口へ提出くださ
い。主食用米について、品種別・
栽培法別にお願いいたします。

　㈶日本穀物検定協会主催の23年産米の「食味ランキング」が２月
７日に発表されました。佐渡コシヒカリは「特Ａ」の最高ランクとな
り、平成15年産から８年連続（台風被害の16年は不参加）の高い評
価となりました。しかし、特Ａ評価の産地、品種は増える傾向にある
ため、いっそうの食味向上と平準化が望まれます。（参加129産地中、
特Ａは26産地。）

食味ランキング発表！　連続「特Ａ評価」

春用農機具レンタルのご案内
農機車輌燃料部　単位：円

項　　目
トラクター 乗用田植機

　　　備　　　考　　　貸し出し時間：午前8時〜午後5時
料金(税込み) 料金(税込み)

基本料金／ 1日 31,500 29,400 ○メーカー・馬力・条数を問わず一律料金設定。
点検整備料 5,250 5,250 ○ご使用後の簡易点検。

引渡し・引取 6,300 6,300
○JAで運搬する場合の料金、個人で運搬する場合は徴収し
ません。

取扱指導料 5,250 5,250

時間短縮料金/1H △3,937 △3,675
○作業の進捗状況で時間短縮できた場合、1時間単位で基本
料金より割り引きます。

時間延長料金/1H 5,113 4,777
○レンタル最終日、作業時間の延長を希望する場合、時間
単位で延長料金がかかります。

洗車料金 5,250 5,250 ○JAで洗車する場合。

レンタル機種
トラクター

ヤンマー　CT45HUW	 （45馬力）フルクローラ
ヤンマー　AC18UWKS6A	 （18馬力）フルクローラ
イセキ　　TF243CFULKWX	 （24馬力）ハーフクローラ

田植機（全機種６条、施肥付）

クボタ　　SPU650-IT5F
イセキ　　PZ60-HGRLF
ヤンマー　VP60PWU-ZF
　　　　　VP6XPWU-F

お申込み・お問い合わせは　お近くの農機センターへ
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ローンのことなら
まずは JAに相談しよう

農機具ローン

JAマイカーローン

農機具（中古を含む）の買い替えにご利用いただけます。
JAは明日の担い手を応援します！

とくとく金利（変動）
年2.2％（保証料別途）

●�完済時76歳超える方も農業後継者が連帯保証人に加入いただけ
る場合は利用可能です。詳しくはJA窓口で気軽にご相談ください。

所定の条件に該当する方に

とくとく金利（変動）　年2.0％（保証料込）
平成24年５月31日まで

JAのマイカーローンは、
新車や中古車の購入を
はじめ、修理・車検費用
など、カーライフに関す
るさまざまな用途にご
利用いただけます。JA
のマイカーローンで、快
適なカーライフを始め
ませんか。また、バイク
の購入等にもご利用い
ただけます。

快適なカーライフに

JAのマイカーローンを�

� ご利用ください

自動車・バイク（中古車含む）の
購入資金、点検・車検・修理費用、
運転免許取得資金、カー用品（カ
ーナビ等）のご購入などにご利用
いただけます。

使 い み ち

最高1,800万円まで

１年以上10年以内
（据置期間は２年以内）

ご融資期間

ご融資金額

６か月以上７年以内
ＪＡ住宅ローンをご利用いただい
ている方は、６ヶ月以上10年以内

借 入 期 間

最高500万円まで

ご融資金額

さらに、借入金額が100万円以
上の方は、借入から３年間JAバ
ンクアグリ・エコサポート基金
より最大１％利子助成されます。

所定の条件に該当する方に



 
Ｊ
Ａ
佐
渡
は
２
月
６
日
に
赤
泊

選
果
場
管
内
、
８
日
に
中
央
選
果

場
管
内
の「
お
け
さ
柿
振
興
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

赤
泊
は
６
市
場
、
中
央
は
８
市

場
の
関
係
者
を
招
き
、
生
産
者
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
場
側
か
ら
は
数
量
の
安
定
供

給
、
大
玉
生
産
、
ア
ル
コ
ー
ル
脱

渋
の
増
量
な
ど
を
望
む
声
が
多

く
、
生
産
者
側
か
ら
は
「
３
０
０

円
／
キ
ロ
が
再
生
産
価
格
の
最
低

ラ
イ
ン
で
あ
り
、
市
場
に
も
努
力

い
た
だ
き
た
い
」
等
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

畜
産
農
家
を
支
え
る

女
性
が
交
流

支
店
別
総
代
懇
談
会
開
催

食
茸
講
演
会
開
催

お
け
さ
柿
振
興
大
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
は
２
月
18
日
か
ら
25

日
に
か
け
て
、
９
会
場
で
支
店
別

の
総
代
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業

方
針
等
に
つ
い
て
組
合
員
・
総
代

へ
の
情
報
提
供
を
行
い
、
事
業
運

営
へ
の
意
思
反
映
を
図
る
目
的
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
役
員
か
ら
は
、
平
成

24
年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ
び
拠

点
体
制
整
備
の
基
本
方
針
案
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
各
地
区
の
総
代
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
佐
度
食
茸
部
会
は
２
月
７

日
、
Ｊ
Ａ
新
穂
支
店
で
原
木
乾
燥

椎
茸
生
産
者
を
対
象
と
し
た
講
演

会
を
開
き
、
37
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
椎
茸
事
業
所
の
斉
藤

健
治
課
長
が
「
平
成
23
年
度
販
売

状
況
と
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
「
震

災
以
降
、
消
費
者
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
品
質
管
理

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
続
い
て
、
生
産
振
興

取
り
組
み
状
況
報
告
、
冬
期
管
理

な
ど
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
渡
農
業
振
興
連
絡
会
畜
産
振

興
会
は
１
月
24
日
、
酪
農
と
肉
用

牛
飼
育
に
携
わ
る
女
性
を
対
象
に

「
第
16
回
畜
産
女
性
研
修
会
」
を

開
き
ま
し
た
。約
30
人
が
出
席
し
、

佐
渡
看
護
専
門
学
校
の
内
塚
幸
子

副
校
長
を
講
師
と
し
て
「
元
気
に

牛
飼
い
が
続
け
ら
れ
る
健
康
管

理
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
な
ど
に
関
す
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
父
が
酪
農
家
で
夫

が
獣
医
師
と
い
う
内
塚
副
校
長
自

身
の
体
験
を
交
え
た
講
話
に
、
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

女
性
部
真
野
支
部
は
、
１
月
26

日
に
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
で
冬
季

料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
員
が
栽
培
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
使
用
し
た
「
い
も
餅
」
や
、

米
粉
「
さ
ど
っ
粉
」
を
使
っ
た
牛

乳
た
っ
ぷ
り
の
蒸
し
パ
ン
、
米
粉

麺
の
つ
け
う
ど
ん
を
調
理
し
ま
し

た
。

　

地
元
の
女
性
部
員
を
講
師
と
し

て
、
に
ぎ
や
か
な
中
で
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
活
気
あ
ふ
れ
る
料
理

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
料
理
は
昼
食
会
で
楽
し
く

味
わ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
佐
渡
女
性
部
真
野
支
部

冬
季
料
理
講
習
会
を
開
催

生
産
者
と
市
場
関
係
者
と
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
総
代
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た

生
産
振
興
に
向
け
た
講
演
を
聞
く
原
木

乾
燥
椎
茸
生
産
者

「
元
気
に
牛
飼
い
が
続
け
ら
れ
る
健
康

管
理
」
の
講
話
を
聞
く
参
加
者

「
い
も
餅
」
を
作
る
女
性
部
員
の
皆
さ

ん
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新
築
移
転
に
伴
い
佐
渡
総
合
病
院
放
射

線
科
に
新
し
く
放
射
線
治
療
、
核
医
学
検

査
の
２
つ
の
部
門
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
放
射
線
治
療
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
が
ん
の
治
療
に
は
、
手
術
に
よ
る

外
科
療
法
、抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療
法
、

そ
し
て
今
回
導
入
さ
れ
た
放
射
線
治
療
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
現
在
で
は
、
が
ん

治
療
の
三
本
柱
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
導
入
さ
れ
た
機
器
は
、
体
の
外
か
ら
放

射
線
を
照
射
す
る
外
照
射
で
、
放
射
線
の

細
胞
分
裂
を
止
め
る
作
用
に
よ
り
潰
瘍
を

縮
小
さ
せ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
し

た
最
新
タ
イ
プ
で
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の

照
射
が
可
能
で
す
。
現
在
は
、
臨
床
に
用

い
る
ビ
ー
ム
線
量
を
検
証
し
、
デ
ー
タ
の

収
集
作
業
中
で
、
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合

病
院
放
射
線
室
、
治
療
専
門
医
師
協
力
の

も
と
で
、
平
成
24
年
２
月
中
旬
か
ら
臨
床

開
始
予
定
で
す
。

　

次
に
核
医
学
検
査
で
す
。
あ
ま
り
聞
き

慣
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
検
査
と
も
呼
ば
れ
、
ご
く
微
量
の

放
射
線
物
質
を
含
む
薬
を
用
い
て
病
気
を

診
断
す
る
検
査
で
す
。
こ
の
微
量
の
薬
剤

を
注
射
す
る
と
特
定
の
臓
器
（
骨
、
腫
瘍

等
）
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
放
射
線
を
発

生
し
ま
す
。
こ
の
放
射
線
を
特
殊
な
カ
メ

ラ
（
ガ
ン
マ
ー
カ
メ
ラ
）
を
使
っ
て
体
内

か
ら
測
定
し
、
画
像
化
し
て
診
断
を
行
い

ま
す
。こ
の
検
査
は
他
に
臓
器
の
働
き（
機

能
）
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の

病
気
の
診
断
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
２
つ
の
部
門
の
立
ち
上
げ
に

よ
り
、
島
外
で
受
け
て
い
た
治
療
や
検
査

が
佐
渡
島
内
で
可
能
と
な
り
、
患
者
様
の

時
間
的
お
よ
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

放
射
線
科　

技
師
長

�

城
内　

正
郎

「
新 

佐
渡
総
合
病
院
放
射
線
科
」

�新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

　

佐
和
田
支
部
の
グ
ル
ー
プ
活

動
に
は
２
つ
の
会
が
あ
り
、
農

閑
期
を
利
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

年
に
20
回
あ
ま
り
の
お
稽
古
と

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
三
味
線
と
踊
り
の

『
八
幡
会
』。
も
う
一
つ
は
着
付

け
と
踊
り
の『
沢
根
五
十
里
会
』

で
す
。
時
々
、相
川
支
部
の『
大

浦
つ
ぼ
み
会
』
と
合
同
で
活
動

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
収
穫
感
謝
祭
や
老
健

さ
ど
の
慰
問
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
佐
渡
を
会
場
と
し
た
女
性
部

活
動
発
表
会
、
佐
和
田
の
芸
能

祭
、
新
穂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
愛
宕
の
園
な
ど
で
活
動

し
て
お
り
、
発
表
の
日
が
近
く
な

る
と
昼
夜
問
わ
ず
練
習
し
ま
す
。

足
腰
の
痛
さ
も
忘
れ
て
な
ん
の

そ
の
、
目
の
輝
き
だ
け
は
30
代
。

　

女
性
部
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
あ
。

佐
和
田
支
部

本
間
弘
子
（
沢
根
五
十
里
会
）

〜
佐
和
田
支
部
の

�

グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介
〜

女
性
部
活
動
発
表
会
で
「
音
も
せ
も

き
て
」
を
踊
る
本
間
さ
ん

三
味
線
と
踊
り
の
八
幡
会

11



田畑から
こんにちは

新たな決意を胸に、関係者による
記念撮影を行いました

平
成
24
年
度
か
ら
赤
泊
・
松
ヶ
崎
地
区

の
お
け
さ
柿
の
集
出
荷
が
羽
茂
選
果
場
に

統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
２
月
６
日
、

「
赤
泊
選
果
場
お
別
れ
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

市
場
関
係
者
、
行
政
機
関
、
指
導
機
関
、

関
係
業
者
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
役
職
員

な
ど
56
人
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
板
垣
理

事
長
が
「
赤
泊
選
果
場
は
50
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
新
た
な
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
佐
渡
全
体
の
お
け
さ
柿

の
品
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

おけさ柿赤泊共同選果場
お別れ会

平成23年度（第36回）「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール入賞作品より

●
図
画
部
門

　

優
良
賞

　

前
浜
小
学
校
２
年　

山や
ま

口ぐ
ち　

絢あ
や

加か

さ
ん

●
図
画
部
門

　

優
良
賞

　

金
井
小
学
校
６
年　

関せ
き

口ぐ
ち　

尚な
お

紀き

さ
ん

「太まきずしづくり」「春だ！田植えだ！楽しいな」

同
日
開
催
さ
れ
た
お
け
さ

柿
振
興
大
会
で
、
市
場
関

係
者
と
鶴
間
一
則
場
長
（
写

真
・
左
）
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た

昭和 36年設立〜平成 23 年最終選果
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「ハワイ旅行に
� 行きたい」

新
潟
の
短
大
を
卒
業
し
て
、
昨

年
か
ら
金
融
機
関
で
窓
口
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
小
学
校
３
年
生
の
時

か
ら
続
け
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
で

す
。「
白
陵
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
チ
ー

ム
に
所
属
し
て
い
て
、
春
か
ら
11

月
ま
で
練
習
や
試
合
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
秋
か
冬
に
ハ
ワ
イ
に
行

く
の
が
目
標
で
、
そ
の
た
め
に
貯

金
し
て
い
ま
す
。
海
で
遊
ん
だ
り

買
い
物
が
し
た
い
で
す
。

理
想
の
男
性
像
は
、
間
違
っ
た

こ
と
を
し
た
ら
ち
ゃ
ん
と
叱
っ
て

く
れ
る
人
で
す
。

「
仲
間
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

赤泊支店管内（徳和）

岩
いわ

野
の

　トモエさん（87）

今
月の
愛撮る!!今

月の
愛撮る!!

　　
　　
　　　ア　イ　　 ド　　ル

押
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
貼
り
絵
、
造
花
作

り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
趣
味
を
楽
し

ん
で
い
る
岩
野
さ
ん
。「
好
き
な
こ
と
を

続
け
て
い
る
と
自
然
と
人
が
集
ま
る
の

で
、仲
間
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
岩
野
さ
ん
の
ご
自
宅
で
は
、
毎
週

水
曜
日
に
趣
味
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
お
茶

を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

楽
し
く
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
仲
間
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
と
に
か

く
手
芸
で
も
書
道
で
も
踊
り
で
も
器
用
に

こ
な
す
人
。
教
え
る
の
が
上
手
な
の
で
、

先
生
役
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
頼
ら
れ
る
存
在
で
す
。

取
材
時
は
３
月
に
徳
和
会
館
で
開
催
さ

れ
る
展
示
即
売
会
の
準
備
中
と
い
う
こ
と

で
、
作
品
作
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

両津支店管内（河崎）

山
やま

岸
ぎし

　央
ひさ

実
み

さん

「おかあさんといっしょ」や「アンパンマ
ン」が好きな悠乃ちゃん。お気に入りの曲
に合わせて歌ったり踊ったりするのが得意で
す。ご両親は「明るく元気に育ってほしい」
と願っています。

小木支店管内（井坪）

金
かね

子
こ

 悠
はる

乃
の

ちゃん（３歳）
お父さん　繁之さん　お母さん　志保美さん

今月の 
さわやかさん 
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お知らせ

１
月
25
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

②�

平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
組
織
協
議

案
）
に
つ
い
て

③�

拠
点
体
制
整
備
の
基
本
方
針
（
組
織

協
議
案
）
に
つ
い
て

④�

平
成
23
年
度
県
常
例
検
査
に
か
か
る

改
善
報
告
に
つ
い
て

⑤�

全
国
監
査
機
構
「
期
中
監
査
Ⅰ
」
に

か
か
る
改
善
報
告
に
つ
い
て

⑥�

仮
決
算
監
査
に
か
か
る
改
善
報
告
に

つ
い
て

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
島
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

　

佐
渡
の
島
民
と
し
て
あ
ら
た
め
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
の
問
題
点
や
今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
考
え
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る

島
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

★
日
時

　

３
月
25
日（
日
）午
前
９
時
～
12
時

★
場
所

　

両
津
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

　
（
梅
津
２
３
４
１
番
地
）

★
内
容

　

基
調
講
演

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
謎
を
解
く
」（
仮
題
）

　

京
都
大
学
大
学
院
准
教
授

　

中
野
剛
志　

氏　

ほ
か

融
資
セ
ン
タ
ー
、自
動
車
事
故
相
談

セ
ン
タ
ー
移
転
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
よ
り
、
融
資
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
自
動
車
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー
が
金
井
支

店
内
に
移
転
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
佐
渡
営
農
フ
ェ
ア
開
催

　

農
業
機
械
・
自
動
車
・
生
産
資
材
の
合

同
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

春
用
農
機
具
を
中
心
に
、
展
示
機
を
多

数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
得
な
中
古
農

機
・
中
古
車
も
多
数
展
示
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

★
日
時

　

３
月
10
日（
土
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

３
月
11
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

★
場
所　

中
央
営
農
農
機
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
隣
）

佐
渡
を
美
し
く

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
Ｊ
Ａ
佐
渡
は
、
環
境
の
島
・
佐
渡
の
美

し
い
景
観
を
守
る
た
め
に
、
各
支
店
管
内

の
国
道
・
県
道
・
農
道
な
ど
で
空
き
缶
拾

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
実
施
日　

３
月
20
日（
火
）

※
時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
最
寄
の
支
店
・

出
張
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高
千
家
畜
市
場
／
子
牛
共
進
会

開
催

　

優
良
佐
渡
和
牛
を
集
め
て
、
春
季
高
千

家
畜
市
場
が
開
か
れ
ま
す
。

　

前
日
に
は
、
佐
渡
市
子
牛
共
進
会
が
同

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
日
時　

４
月
２
日（
月
）午
前
８
時
30
分

★
場
所　

高
千
家
畜
市
場
（
北
川
内
）

１月末　ＪＡの概況

前年比　　　
組合員数� 15,385人� （1,685人）
（内正組合員数）� （9,694人）� （▲210人）
（内准組合員数）� （5,691人）� （1,895人）
貯　金� 1,099億2,163万円� （31億1,773万円）
貸出金� 186億9,813万円� （12億5,594万円）
共済保有高（保障）� 4,807億3,262万円� （▲142億2,078万円）
購買品供給高� 51億3,986万円� （1億7,018万円）
販売品販売高� 58億9,690万円� （▲6億42万円）

理
事
会
だ
よ
り

１
月
18
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

経
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

②�

組
織
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③�

宅
地
等
供
給
事
業
に
関
す
る
規
程
等

の
廃
止
に
つ
い
て

④�

県
条
例
検
査
に
か
か
る
改
善
報
告
書

に
つ
い
て

⑤�

仮
決
算
監
査
に
係
る
改
善
報
告
書
に

つ
い
て

⑥�

債
権
の
償
却
に
つ
い
て

１
月
25
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

平
成
22
年
産
米
の
最
終
精
算
に
つ
い

て

2
月
15
日
、
佐
渡
乳
業
資
材
庫
に
お

い
て
火
災
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

（
11
時
６
分
火
災
発
生
、
12
時
17
分
鎮

火
。
原
因
は
漏
電
。）

建
物
の
中
に
あ
っ
た
紙
パ
ッ
ク
等
に

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
北
陸
酪
連
等

の
協
力
を
得
て
早
急
に
善
後
策
を

取
っ
て
対
処
い
た
し
ま
す
。
以
上
、

ご
報
告
と
と
も
に
ご
心
配
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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【締め切り３月21日㈬消印有効】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。
　当選発表は５月号誌面。

臼杵　克紀さん／杉山　友香さん／大倉　昌子さん
甲斐いずみさん／中村　　薫さん
　皆様にご記入いただいた個人情報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

3
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○

○○○

・ 郵便番
号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡

の感想、

  農業やＪ
Ａにつ

  いて思わ
れるこ

  となど

応 募 方 法

【
解
き
方
】

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
Ａ
〜
Ｅ
の

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
ま
す
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

☆
対
象
商
品

「
エ
ー
コ
ー
プ
　
三
温
糖
」

☆
規　

格　

１
㎏

☆
特
典
価
格
（
税
込
）

　

１
９
８
円
（
当
店
定
価
２
９
８
円
）

☆
ご
利
用
期
間

　

平
成
24
年
３
月
１
日
～
３
月
31
日

エーコープ
三温糖

★１月号の答え
　カガミモチ

１月号の当選者

①１秒間に地球を７周半する
速さです

③小さな二枚貝。——チョウ
というチョウもいます

⑤東大寺や薬師寺があります
⑥もりやざるを食べた後に飲
みます

⑦十分に楽しむこと
⑨力士が土俵にまきます
⑪ツクシはこれの子だと歌わ
れます

⑬お金を借りると付くことも
あります

⑮訪ねた家の玄関先で鳴らし
ます

⑰与党と角突き合わせること
が多い

⑲改札やホームがあります
⑳胸をたたく動作をする大き
なサル

�人が住んでいない住居

タ　テ　の　カ　ギタ　テ　の　カ　ギ

①３月３日に行います

②水道の蛇口のこと

③桃太郎のおじいさんが刈り

に行ったもの

④ポリエチレンは合成——の

一種

⑥母校を巣立ちます

⑧魚偏に喜と書く魚

⑩気分がコロコロと変わる人

⑫カー——に目的地を入力す

る

⑭ネタを載せます

⑯企業が追求するもの

⑱竹林に似合う猛獣

ヨ　コ　の　カ　ギヨ　コ　の　カ　ギ

エーコープマーク推奨品

　左下のクーポン券を切り
取って、お近くのＡコープ
店にご持参ください。対象
商品を特典価格にてご提供
いたします。

エーコープの得
とく

する情報

エーコープ
手作りつくだ煮

JAエーコープ佐渡
取締役部長　菊池　美晴

 調理例：炊き込みご飯 
①エーコープ手作りつくだ煮（150ｇ）に入っている材料の中か
らゴマを除いた残りを全部混ぜ合わせる。

②お米３合を通常の水加減で炊飯器にセットする。
③米に①の半分の分量、薄口しょうゆ大さじ２、酒大さじ１を入
れてよく混ぜ合わせる。

④白米と同じように炊く。
⑤炊き上がったらゴマの半量をふりかけ、よく混ぜ合わせる。
⑥残りのゴマは①の半量を混ぜ合わせて、通常のつくだ煮として
いただく。

※旬の野菜を一緒に炊き込むと一層おいしく召し上がれます。

いりこ、小えび、糸かつお、塩昆布、
ゴマを混ぜ合わせるだけで、おい
しいつくだ煮が作れます。（化学
調味料・保存料不使用）

き
り
と
り
せ
ん

エーコープ推奨品クーポン券

三
温
糖（
198円

）

※
ク
ー
ポ
ン
券
1枚
で
1品
限
り
。

　
　ご利

用
期
間

　
平
成
24年３月１日　

　
〜３月31日　1515

1 5 7 13 20

2 14 17

8 11 18

6 15

3 12 21

4 9 16 19

10

1 6 11 14 18 22

2 8 15

9 12 19

7 16

3 13 23

4 10 17 20

5 21

B

Ｅ

Ａ

C

D

E

B

D

C

A

ア ジ ク ロ フ ネ

ヒ ミ コ カ リ ン

ル タ コ ソ ガ

ハ ツ モ ウ デ

カ ン ジ ガ シ

イ カ リ イ チ ゴ

バ チ カ ン エ ト
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米粉のロールケーキ＆
　100％おからの健康パウンドケーキ女性部相川支部

辻
つじ

　久
ひさ

美
み

さん

米粉は脂肪分が
少なくスッキリ
した味わいでコ
クがある食感が
特徴です。

食べて
み～っちゃ

日本の食と農業を守るために ＴＰＰ参加交渉反対

材　料 作り方
 米粉のロールケーキ 

１．卵は黄身と白身に分ける。黄身に砂糖の１／３を入れ、
マヨネーズほどに泡立てたら、牛乳を入れてさらに混ぜ
る。白身に残りの砂糖を２回に分けて加えながら、ツノ
が立つぐらいに泡立てる。（メレンゲ）

２．黄身のボールに米粉を入れて混ぜ、メレンゲを２回に分
けて加えながら混ぜ、さらにバターを加えて混ぜる。

３．クッキングシートを敷いた天板に１の生地を流し、平ら
にして１８０℃に温めたオーブンで20分焼く。焼きあ
がったらシートごと網に取り出して冷ます。

４．シロップ用の水、砂糖を火にかけ、沸騰させてから冷ま
しておく。

５．生クリームに砂糖を入れ泡立てる。
６．生地の焼き目を下にしておき、シロップを全体に塗って
から、クリームを全体に塗り広げ、端からクルクルと巻
いて出来上がり。

 100％おからの健康パウンドケーキ 

１．オーブンを170度に余熱しておく。
２．おからとココアを混ぜる。
３．卵は黄身と白身に分け、白身に砂糖の２／３の量を２回
に分けて加えながら、ツノが立つまでしっかり泡立てる。

４．黄身に残りの３分の１の砂糖を入れマヨネーズぐらいま
で泡立てる。

５．混ぜておいたおからとココアを４と混ぜる。
６．５に卵白を２回に分けて混ぜる。
７．型に流し込み、底を数回たたいて空気を抜き、170度の
オーブンで30分焼く。

 米粉のロールケーキ（５～６人分） 

【生地】
卵������������（Ｌ）３個
砂糖������������ 80ｇ
米粉（佐渡っ粉/パン用ミックス粉）�� 80ｇ
無塩バター��������� 20ｇ
牛乳������������ 20㏄
【シロップ】
水������������� 30㏄
砂糖�������������５ｇ
【クリーム】
生クリーム���������200㏄
砂糖������������ 20ｇ

 100％おからの健康パウンドケーキ（３～４人分） 

おから�����������150ｇ
ココア����������大さじ３
卵������������（Ｌ）３個
砂糖������� 50ｇ（甘め70ｇ）
※今回の型は10×17の流し缶を使用

ワンポイント
おからは炒らなくても大丈夫です。混ぜるだけで簡
単に作れて、失敗がありません。ココアをきな粉に
してもおいしいです！
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